
 

参考２ 

提言のポイント 

 

○ 歩行者移動支援サービスの普及促進のためには「オープンデータ」

の考え方を積極的に推進することが必要不可欠。 

 

○ 国が率先して積極的にオープンデータ化に取り組み、これに倣っ

て地方公共団体や民間団体等も取組を進めることが重要。（オー

プンデータ化を目指すデータの例：官庁施設のバリアフリー情報、

駅等旅客施設のバリアフリー情報、国土数値情報） 

 

○ 歩行者移動支援サービスが地域情報提供サービス等、場（地域）

に応じた様々なサービス（バリアフリー、観光（訪日外国人など）、

防災など）と連携して一体的に提供されることが望ましい。 

 

○ 位置を特定するためのビーコンやタグ等の場所情報インフラを

誰もが自由に利用できるようにするために、位置情報の表現方法

や管理のあり方等について一層の検討を進めていく必要がある。 

 


